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                            第5号 

           千葉・関東地域社会福祉史研究会 会報誌 

                 2011 年 7 月 16 日 

 

 

 

 

 

 

 

 今号は第 4 回（2009 年度）研究総会と、第 5 回（2010 年度）研究総

会について報告します。 

 

○第 4回研究総会 

日時：2009 年 7 月 11 

日（土）13 時～ 

15 時 40 分 

場所：淑徳短期大学 2 

号館 2階 2-1 教 

室 

総会は古宇田亮修氏の

司会で始められ、三好一

成会長と長谷川匡俊顧問

の挨拶の後、第 1号議案から第 4号議案について報告があり、いずれも

審議の上承認されました。 

＜第 1号議案＞2008 年度事業報告・決算 

（1）第 3回（2008 年度）研究総会の開催 

千葉・関東地域社会福祉史研究会事務局 

〒260‐8701 千葉県千葉市中央区大巌寺町 200 

淑徳大学アーカイブズ内 

URL  http://www.hbc.shukutoku.ac.jp/chibakanto/ 

E-mail  archives@soc.shukutoku.ac.jp  

(メールアドレスが新しくなりました。) 



 2

日時：2008 年 7 月 12 日（土）13 時～17 時 

場所：長谷川仏教文化研究所 

総会（2007 年度事業報告、2008 年度事業計画審議） 

研究発表①三好一成氏「神奈川県立薫育院（最初の県立感化院）の開プ 

ロセスと事業活動」 

研究発表②小倉常明氏「戦後の千葉県児童福祉施設聖十字学園」 

（2）運営委員会の開催 

 2008 年度の運営委員会を以下の 3回開催し、研究誌の編集、規約の検

討、研究総会の準備等を行いました。 

 第 1 回：2008 年 6 月 27 日（金）18 時 30 分～20 時 30 分（於淑徳大学 

池袋サテライト・キャンパス） 

 第 2 回：2008 年 12 月 19 日（金）18 時 30 分～19 時 30 分（於池袋・ 

皇琲亭） 

 第 3 回：2009 年 3 月 19 日（木）14 時～16 時（於淑徳大学池袋サテラ 

イト・キャンパス） 

（3）研究誌の発行 

『千葉・関東地域社会福祉史研究』 第 33 号を 2008 年 5 月に発行しま

した。目次は以下の通りです。 

①論文：佐々木光郎氏「茨城・埼玉県における感化教育・教護実践史 

―少年教護法の施行（1934）前後を中心に―」 

②特別寄稿：頓所里絵氏「隣保施設における婦人・児童保護―セツル 

メント・マハヤナ学園の活動を中心に―」 

③資料紹介 2：小倉常明氏「戦前・戦後における千葉県内社会事業団 

体の変遷に関する一考察」 

④施設探訪 1：小倉常明氏「児童養護施設東海学園（千葉県旭市）― 

病院から虚弱児施設、養護施設へ―」 

⑤報告：2007 年度研究会活動報告 

（4）会報の発行 

「せんかんニュース」第 4号を 2008 年 11 月 9 日に発行し会員へ送付 

しました。 
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（5）地域社会福祉史研究会連絡協議会の開催 

2008 年 11 月 22 日（土）に淑徳大学池袋サテライト・キャンパスで、

地域社会福祉史研究会連絡協議会第 8回研究交流会が開催され、当会か

ら小倉常明会員が「戦後児童福祉施設「聖十字学園」と「不二学園」と

の関係性の検証」について報告しました。 

（6）寄付金について 

 北都古文書研究会（斎藤博 会員）様より 2万円ご寄付を頂きました。 

（7）2008 年度決算 

収入の部       （単位：円） 

科    目 決 算 額 摘     要 

1 前年度繰越 416,121   

2 年会費 138,000 会員 34 名 

3 寄付金 20,000 北都古文書研究会（斎藤博氏） 

4 雑収入 33,060 『研究』第 32 号@1500×5 冊、第

33 号@1,500×8 冊、目次のみのコ

ピー販売等 

5 利息 160   

合  計 607,341   

支出の部                             （単位：円） 

科   目 決 算 額 摘     要 

1 通信費 6,390 郵券代他 

2 消耗品費 1,954 事務局ファイル他 

3 印刷製本費 158,730 研究誌第 34 号発行(部数 300)等 

4 地域連分担金 10,000 地域社会福祉史研究会連絡協議会

分担金 1年分 

5 事務雑費 11,445 発送手数料等 

6 次年度への繰越 418,822   

合  計 607,341   
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＜第 2号議案＞2009 年度事業計画・予算 

（1）第 4回（2009 年度）研究総会の開催 

日時：2009 年 7 月 11 日（土）13 時～15 時 40 分 

場所：淑徳短期大学 2号館 

内容：総会（2008 年度事業報告、2009 年度事業計画の審議） 

    研究発表①菊池 結氏「近代日本の仏教と社会活動―渡辺海旭 

のドイツ留学と社会事業をめぐって」 

    研究発表②土井直子氏「福田会育児院における設立経緯につい 

て」 

（2）運営委員会の開催 

 開催時期は、現在 2月中旬、6月下旬、11 月中旬（地域会の前）の計

3回となっているが、以下の（3）の定例研究会開催後に運営委員会を開

催することとする。 

（3）定例研究会の開催 

 『東京市養育院月報（復刻版）』（不二出版、2008 年）の輪読と、会員

からの研究報告と合わせて二本立てとする。2009 年度は、9月に準備研

究会を開催し、参加者の都合を調整し、11 月、1月の都合のよい曜日の

17 時 30 分頃から開催できるよう準備する。また、広く若手新規会員を

募り、毎回 10 名程度の出席を目標とする。 

（4）研究誌の発行 

『千葉・関東地域社会福祉史研究』 第 34号を 2009年 5月に発行する。 

 なお、次号「研究誌」第 35 号は、本年度(2009 年度)研究総会発表者

から原稿提出をお願いする。また、次々号（第 36 号）以降の「研究誌」

は、毎号テーマを定めたものとなるように研究総会もテーマを設定しそ

の報告者から原稿提出を受けるようにするが、会員からのその他の原稿

も例年通り募集を行う。なお、発行時期については現在 1月末日締め切

り、5 月発行となっているが、他研究誌の発行時期と重なるため、これ

を 8月末日締め切り、11 月発行とする。 
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（5）会報の発行 

「せんかんニュース」第 5 号を 2009 年 10 月頃、第 6 号 2010 年 3 月

頃に発行する。 

（6）地域社会福祉史研究会連絡協議会の開催 

2009 年 11 月下旬に、研究交流会を開催する。 

（7）2009 年度予算 

収入の部 （単位：円） 

科     目 予 算 額 摘     要 

1 年会費 140,000 会員 35 名 

2 前年度より繰越 418,822   

3 利息 130   

合    計 558,952   

支出の部 （単位：円） 

科     目 予 算 額 摘     要 

1 印刷製本費 150,000 研究誌第 34 号発行(部数 300)、例

会資料印刷 

2 通信費 30,000 郵券代他 

3 消耗品費 30,000 ＣＤ他 

4 地域連分担金 10,000   

5 事務雑費 50,000 発送手数料、謝金等 

6 調査研究旅費 50,000   

7 予備費 238,952   

合   計 558,952   

＜第 3号議案＞会則改正について 

 これまでの「一般会員」と「学生会員」の他に「団体会員」を設け、

会費を 2,000 円とするための会則改正を行った。 

＜第 4号議案＞役員交代について 

 会長が三好一成氏から梅原基雄氏に交代しました。また、事務局長の
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小倉常明氏が退任し、幹事の藤森雄介氏が事務局長代行に就任しました。

後任の幹事には庄司拓也氏が就任したため、梅原氏と庄司氏は運営委員

を退任し、また平田佳子氏も運営委員を退任しました。 

 

 総会の後、休憩をはさんで 2本の研究発表が行われました。 

研究発表①菊池 結氏「近代日本の仏教と社会活動─渡辺海旭のドイツ 

留学と社会事業をめぐって─」 

研究発表②土井直子氏「福田会育児院における設立経緯について」 

 

○第 5回研究総会 

日時：2010 年 7 月 10 日（土）14 時～17 時 

場所：淑徳短期大学 2号館 2階 2―1教室 

 総会は古宇田亮修氏の司会で始められ、梅原基雄会長と長谷川匡俊顧

問の挨拶の後、第 1号議案～第 3号議案について報告があり、いずれも

審議の上承認されました。 

＜第 1号議案＞2009 年度事業報告・決算 

（1）第 4回（2009 年度）研究総会の開催 

日時：2009 年 7 月 11 日（土）13 時～15 時 40 分 

場所：淑徳短期大学 2号館 2階 2―1教室 

総会（2008 年度事業報告、2009 年度事業計画の審議） 

研究発表①菊池 結氏「近代日本の仏教と社会活動─渡辺海旭のドイツ 

留学と社会事業をめぐっ

て─」 

研究発表②土井直子氏「福

田会育児院における設立

経緯について」 

（2）運営委員会の開催 

2009 年度の運営委員会を

以下の 3回開催し、研究誌
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の編集、研究会の内容の検討、研究総会の準備を行いました。 

第 1回：2009 年 5 月 22 日（金）17 時～19 時（於淑徳大学池袋サテラ

イト・キャンパス） 

 第 2 回：2009 年 6 月 26 日（金）17 時～19 時（於同上） 

 第 3 回：2010 年 2 月 26 日（金）15 時～18 時（於同上） 

 また、第 4回研究総会で就任した梅原新会長の招集による臨時会議が

2009 年 8 月 3日（月）19 時～20 時 30 分に「ルノアール池袋東口店」に

て開催され、定例研究会の方針、研究誌の編集、新会員の募集等の件に

ついて話し合われました。 

（3）定例研究会の開催 

 定例研究会への参加者を募り、共通研究テーマについて検討しました。 

（4）研究誌の発行 

『千葉・関東地域社会福祉史研究』第 34 号を 2009 年 5 月に刊行しまし

た。目次は以下の通りです。 

①論文 1：佐々木光郎氏「戦前少年教護院における「実科」の実践史─ 

関東地域などの地方少年教護院について─」 

②論文 2：菊池 結氏「渡辺海旭の社会事業と仏教」 

③施設探訪 2：小倉常明氏「児童養護施設滝郷学園（千葉県旭市）─精 

神疾患の療養所から児童福祉施設へ─」 

④報告：2008 年度研究会活動報告 

（5）地域社会福祉史研究会連絡協議会の開催 

 2009 年 11 月 21 日（土）に淑徳短期大学 3号館 302 教室で、地域社会

福祉史研究会連絡協議会第 9回研究交流会が開催され、当会から菅田理

一氏と古宇田亮修氏が「社会福祉史研究におけるコンピューターの活用

について」を報告しました。 

（6）2009 年度決算 

収入の部       （単位：円） 

科    目 決 算 額 摘     要 

1 前年度繰越 418,822   
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2 年会費 130,000 会員 34 名 

3 寄付金 36,000 北都古文書研究会（斎藤博氏） 

4 雑収入 90.800 『研究』@1500×2 冊、@1,500×27

冊、@1500×31 冊 

5 利息 77   

合  計 675,699   

支出の部                             （単位：円） 

科   目 決 算 額 摘     要 

1 通信費 10,130 郵券代他 

2 消耗品費 3,413 事務局ファイル他 

3 印刷製本費 34,410 研究誌第 35 号発行(部数 260)等 

5 事務雑費 11,325 発送手数料等 

6 次年度への繰越 616,421   

合  計 675,699   

 

＜第 2号議案＞2010 年度事業計画・予算 

（1）第 5回（2010 年度）研究総会の開催 

日時：2010 年 7 月 10 日（土）14 時～17 時 

場所：淑徳短期大学 2号館 

内容：総会（2009 年度事業報告、2010 年度事業計画の審議） 

   研究発表①清野 愛氏「関東における忍性菩薩の社会福祉活動」 

   研究発表②菊池 結氏「渡辺海旭の影響を受けた人々─社会事業 

関係を中心に─」 

   研究発表③菅田理一氏「福田会育児院の里預制」 

（2）運営委員会の開催 

 前年度同様定例研究会後に実施する。 

（3）定例研究会の開催 

 前年度に引き続き参加者を募集し、隔月程度で定期的な開催を目指す。 
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（4）研究誌の発行 

 『千葉・関東地域社会福祉史研究』第 35 号を 2010 年 11 月に発行す

る。 

（5）会報の発行 

 「せんかんニュース」の発行準備を行う。 

（6）地域社会福祉史研究会連絡協議会の開催 

 2010 年 11 月下旬に、研究交流会を開催する。 

（7）2010 年度予算 

収入の部 （単位：円） 

科     目 予 算 額 摘     要 

1 年会費 140,000 会員 35 名 

2 前年度より繰越 616,421   

3 利息 130   

合    計 756,551   

支出の部 （単位：円） 

科     目 予 算 額 摘     要 

1 印刷製本費 150,000 研究誌第 35 号発行(部数 300)、

例会資料印刷 

2 通信費 30,000 郵券代他 

3 消耗品費 30,000 ＣＤ他 

4 地域連分担金 10,000   

5 事務雑費 50,000 発送手数料、謝金等 

6 調査研究旅費 50,000   

7 予備費 436,551   

合   計 756,551   

 

＜第 3号議案＞2010 年度～2012 年度期役員について 

 2010 年度から 2012 年度までの役員は以下の通りです。 
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顧  問  長谷川匡俊 

会  長  梅原 基雄 

事務局長  藤森 雄介 

庶  務  菅田 理一 

運営委員  山本 世紀 宇佐美正利 佐々木光郎 古宇田亮修 

監  事  庄司 拓也 土井 直子 

 

 総会の後、休憩をはさんで 3本の報告が行われました。 

研究発表①清野 愛氏「関東における忍性菩薩の社会福祉活動」 

研究発表②菊池 結氏「渡辺海旭の影響を受けた人々─社会事業関係を 

中心に─」 

研究発表③菅田理一氏「福田会育児院の里預制」 

 

 

 

 

 

 

 

                

編集後記 

              事務局が移転して最初の会報をお届けしま  

す。今号は過去 2年間の研究総会報告のみ 

となりましたが、今後は会報の充実も図っ 

ていきたいと考えています。 

会員の皆様のご意見をお寄せ下さい。 

 

 


